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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２芯の第１ツイストペア電線と、２芯の第２ツイストペア電線と、１芯の第１電線と、
１芯の第２電線と、を含む電線束と、
　該電線束を被覆するシースと、を有しており、
　上記第１ツイストペア電線、上記第２ツイストペア電線、上記第１電線、および、上記
第２電線は、いずれもシールド導体により被覆されておらず、
　上記電線束は、ケーブル断面で見て、上記第１電線の中心と上記第２電線の中心とを結
んだ中心線の一方側に上記第１ツイストペア電線が配置されているとともに、上記中心線
の他方側に上記第２ツイストペア電線が配置されており、かつ、上記第１ツイストペア電
線と上記第２ツイストペア電線とは互いに離間されており、
　上記電線束は、各電線が束ねられた状態で撚り合わされており、
　上記第１電線と上記第２電線とによって上記第１ツイストペア電線と上記第２ツイスト
ペア電線との物理的な距離を確保し、電磁ノイズを低減するよう構成されており、
　上記第１電線および上記第２電線は、自動車の走行中に接地される、自動車用複合ケー
ブル。
【請求項２】
　上記第１ツイストペア電線は、自動車における車輪の回転速度を検出する信号を伝達す
るよう構成されており、
　上記第２ツイストペア電線は、自動車のサスペンションにおけるダンパーのバルブを開
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閉する駆動源に駆動用の電力を供給するよう構成されている、請求項１に記載の自動車用
複合ケーブル。
【請求項３】
　上記第１ツイストペア電線の導体断面積は、上記第２ツイストペア電線の導体断面積よ
りも小さい、請求項２に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項４】
　上記第２ツイストペア電線の撚りピッチのピッチ長は、上記第１ツイストペア電線の撚
りピッチのピッチ長の５倍以下である、請求項３に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項５】
　上記第１ツイストペア電線は、上記第２ツイストペア電線よりも低い電流が流れるよう
構成されている、請求項４に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項６】
　上記第１電線および上記第２電線は、いずれも、自動車の電動パーキングブレーキ装置
におけるブレーキキャリパーに駆動用の電力を供給するよう構成されている、請求項５に
記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項７】
　上記第１ツイストペア電線の導体断面積は、０．３ｍｍ２であり、上記第２ツイストペ
ア電線の導体断面積は、０．５ｍｍ２である、請求項６に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項８】
　上記第１ツイストペア電線および上記第２ツイストペア電線は、いずれも自動車の走行
中に使用され、
　上記第１電線および上記第２電線は、いずれも自動車の停車後に使用される、請求項７
に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項９】
　上記第１ツイストペア電線の導体断面積は、上記第２ツイストペア電線の導体断面積よ
りも小さい、請求項１に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項１０】
　上記第２ツイストペア電線の撚りピッチのピッチ長は、上記第１ツイストペア電線の撚
りピッチのピッチ長の５倍以下である、請求項１に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項１１】
　上記第１ツイストペア電線は、上記第２ツイストペア電線よりも低い電流が流れるよう
構成されている、請求項１に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項１２】
　上記第１電線および上記第２電線は、いずれも、自動車の電動パーキングブレーキ装置
におけるブレーキキャリパーに駆動用の電力を供給するよう構成されている、請求項１に
記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項１３】
　上記第１ツイストペア電線の導体断面積は、０．３ｍｍ２であり、上記第２ツイストペ
ア電線の導体断面積は、０．５ｍｍ２である、請求項１に記載の自動車用複合ケーブル。
【請求項１４】
　上記第１ツイストペア電線および上記第２ツイストペア電線は、いずれも自動車の走行
中に使用され、
　上記第１電線および上記第２電線は、いずれも自動車の停車後に使用される、請求項１
に記載の自動車用複合ケーブル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車用複合ケーブルに関する。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、自動車分野では、複数の電線を束ねて構成した電線束をシースにより被覆した多
芯構造の複合ケーブルが知られている。電線束は、各電線を一括で撚り合わせた構造を有
するものが多い。また、電線束を構成する電線としては、導体の外周が絶縁体で被覆され
た１芯の電線や、一対の電線が撚り合わされた２芯のツイストペア電線などがある。
【０００３】
　なお、先行する特許文献１には、電動パーキングブレーキ機構に接続する電動パーキン
グブレーキ専用ケーブルと、ＡＢＳセンサに接続するＡＢＳセンサ用ケーブルとを、共通
の外部シースで被覆して一体化した自動車用の複合ケーブルが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－２４１２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、電線束において、２つのツイストペア電線が撚り合わされている場合、各ツ
イストペア電線の間でノイズ干渉、クロストークが生じるという問題がある。複合ケーブ
ルでノイズ干渉やクロストークが生じると、誤作動が発生する可能性がある。
【０００６】
　本発明は、上記背景に鑑みてなされたものであり、ツイストペア電線間のノイズ干渉、
クロストークを低減可能な自動車用複合ケーブルを提供しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様は、２芯の第１ツイストペア電線と、２芯の第２ツイストペア電線と、
１芯の第１電線と、１芯の第２電線と、を含む電線束と、
　該電線束を被覆するシースと、を有しており、
　上記第１ツイストペア電線、上記第２ツイストペア電線、上記第１電線、および、上記
第２電線は、いずれもシールド導体により被覆されておらず、
　上記電線束は、ケーブル断面で見て、上記第１電線の中心と上記第２電線の中心とを結
んだ中心線の一方側に上記第１ツイストペア電線が配置されているとともに、上記中心線
の他方側に上記第２ツイストペア電線が配置されており、かつ、上記第１ツイストペア電
線と上記第２ツイストペア電線とは互いに離間されており、
　上記電線束は、各電線が束ねられた状態で撚り合わされており、
　上記第１電線と上記第２電線とによって上記第１ツイストペア電線と上記第２ツイスト
ペア電線との物理的な距離を確保し、電磁ノイズを低減するよう構成されており、
　上記第１電線および上記第２電線は、自動車の走行中に接地される、自動車用複合ケー
ブルにある。
【発明の効果】
【０００８】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、電線束は、ケーブル断面で見て、第１電線の中心
と第２電線の中心とを結んだ中心線の一方側に第１ツイストペア電線が配置されていると
ともに、中心線の他方側に第２ツイストペア電線が配置されており、かつ、第１ツイスト
ペア電線と第２ツイストペア電線とは互いに離間されている。そのため、上記自動車用複
合ケーブルによれば、第１電線と第２電線とにより、第１ツイストペア電線と第２ツイス
トペア電線との物理的な距離が確実に確保され、電磁ノイズが低減される。それ故、上記
自動車用複合ケーブルは、第１ツイストペア電線と第２ツイストペア電線との間のノイズ
干渉、クロストークを低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施例１（実施例２）の自動車用複合ケーブルのケーブル断面を模式的に示した
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説明図である。
【図２】参考例３の自動車用複合ケーブルのケーブル断面を模式的に示した説明図である
。
【図３】実施例４の自動車用複合ケーブルのケーブル断面を模式的に示した説明図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、第１ツイストペア電線および第２ツイストペア電
線は、いずれも自動車の走行中に使用され、第１電線および第２電線は、いずれも自動車
の停車後に使用されるように構成することができる。
【００１１】
　この場合には、自動車の走行中に使用されない第１電線および第２電線により、自動車
の走行中に使用される第１ツイストペア電線と第２ツイストペア電線との物理的な距離が
確実に確保され、自動車の走行中における電磁ノイズが低減される。なお、自動車の走行
中の使用には、自動車の走行時の使用だけでなく、自動車の停止時の使用も含まれる。ま
た、この場合には、自動車の停車後にしか使用されない第１電線および第２電線を、自動
車の走行中にシャーシ等に接地させることにより、自動車の走行中における放射ノイズが
低減される。それ故、この場合には、自動車の走行中における第１ツイストペア電線と第
２ツイストペア電線との間のノイズ干渉、クロストークを低減することが可能となる。
【００１２】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、第１ツイストペア電線は、自動車における車輪の
回転速度を検出する信号を伝達するために用いられるもの（以下、「ＡＢＳ用」というこ
とがある。）であり、第２ツイストペア電線は、自動車のサスペンションにおけるダンパ
ーのバルブを開閉する駆動源に駆動用の電力を供給するために用いられるもの（以下、「
ＡＤＳ用」ということがある。）であり、第１電線および第２電線は、いずれも、自動車
の電動パーキングブレーキ装置におけるブレーキキャリパーに駆動用の電力を供給するた
めに用いられるもの（以下、「ＥＰＢ用」ということがある。）であるとよい。
【００１３】
　この場合、第１ツイストペア電線は、自動車の走行時および停止時に使用される。また
、第２ツイストペア電線は、自動車の走行時に使用される。また、第１電線および第２電
線は、いずれも自動車の停車後に使用される。それ故、この場合には、上記と同様の理由
により、自動車の走行中における第１ツイストペア電線と第２ツイストペア電線との間の
ノイズ干渉、クロストークを確実に低減することが可能となる。
【００１４】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、電線束は、具体的には、各電線が束ねられた状態
で撚り合わされている構成とすることができる。
【００１５】
　この場合には、電線束における上記ケーブル断面を、ケーブル軸方向で維持しやすくな
る。そのため、この場合には、上述した作用効果を確実なものとすることができる。また
、ケーブル断面を円形状にしやすくなる。なお、上記自動車用複合ケーブルにおいて、ケ
ーブル断面の形状は、例えば、円形状にされていてもよいし、楕円形状等の形状にされて
いてもよい。
【００１８】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、第１ツイストペア電線の撚りピッチと第２ツイス
トペア電線の撚りピッチとは互いに同じであってもよいし、互いに異なっていてもよい。
後者の場合には、撚りピッチが互いに異なる第１ツイストペア電線と第２ツイストペア電
線との物理的な距離が、第１電線および第２電線によって確保される。そのため、第１ツ
イストペア電線と第２ツイストペア電線との間のクロストークを低減しやすくなる。
【００１９】
　具体的には、一方のツイストペア電線の撚りピッチは、他方のツイストペア電線の撚り



(5) JP 6667190 B2 2020.3.18

10

20

30

40

50

ピッチの１倍超～５倍程度のピッチ長とすることができる。より具体的には、例えば、第
１ツイストペア電線がＡＢＳ用であり、第２ツイストペア電線がＡＤＳ用である場合、第
２ツイストペア電線の撚りピッチを、第１ツイストペア電線の撚りピッチの２倍以上のピ
ッチ長とすることができる。この場合には、第２ツイストペア電線よりも低い電流が流れ
ることが多い第１ツイストペア電線の撚りピッチが小さくされることで、自動車用複合ケ
ーブルの耐ノイズ特性を向上させやすくなる。
【００２０】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、第１ツイストペア電線、第２ツイストペア電線は
、具体的には、導体の外周に絶縁体が被覆された絶縁電線が２本撚り合わされた構成とす
ることができる。また、第１電線、第２電線は、具体的には、導体の外周に絶縁体が被覆
された絶縁電線より構成することができる。
【００２１】
　導体の材質としては、具体的には、例えば、銅、銅合金、アルミニウム、アルミニウム
合金などを例示することができる。絶縁体の材質としては、具体的には、例えば、ポリエ
チレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニル等の塩化ビニル樹脂などを例示することがで
きる。絶縁体の材質としては、１２０℃程度の耐熱性、コストなどの観点から、ポリエチ
レンを好適に用いることができる。なお、電線束に含まれる各電線は、導体が同じ材質で
あってもよいし、異なる材質であってもよく、また、絶縁体が同じ材質であってもよいし
、異なる材質であってもよい。
【００２２】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、シースの材質としては、具体的には、例えば、ポ
リウレタン樹脂、塩化ビニル樹脂などを例示することができる。シースの材質としては、
耐外傷性、耐磨耗性などの観点から、ポリウレタン樹脂を好適に用いることができる。
【００２３】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、電線束は、上述した各電線以外にも、別のツイス
トペア電線や電線を１本または複数本含むことができる。この場合には、上述した作用効
果を確実なものとする観点から、別のツイストペア電線や電線は、シールド導体により被
覆されているとよい。シールド導体としては、具体的には、例えば、金属箔、編組線など
を例示することができる。
【００２４】
　上記自動車用複合ケーブルは、電線束とシースとの間に介在物層を有することができる
。この場合には、電線束表面の凹凸度合が介在物層によって緩和される。そのため、電線
束表面の凹凸に起因してシース外表面に凹凸が形成され難くなり、うねり等の少ない良好
な外観を有する自動車用複合ケーブルが得られる。介在物層は、１層または２層以上より
構成することができる。
【００２５】
　介在物層の材質としては、例えば、紙類、ポリエチレン等のポリオレフィン樹脂、タル
クなどを例示することができる。より具体的には、例えば、電線束中の各電線の絶縁体が
ポリエチレンである場合、介在物層は、紙類より構成される内層と、内層の外側に配置さ
れたポリエチレンより構成される外層とを有する構成とすることができる。この場合には
、介在物層の外層とシースとを二層押出成形により形成する際に、電線束中の各電線の絶
縁体と介在物層の外層とが融着し難くなり、良好なシース皮剥ぎ性を有する自動車用複合
ケーブルが得られる。
【００２６】
　上記自動車用複合ケーブルにおいて、第１ツイストペア電線および／または第２ツイス
トペア電線は、内部シースにより被覆されていてもよい。内部シースの材質としては、具
体的には、例えば、ポリエチレン等のポリオレフィン樹脂、塩化ビニル樹脂などを例示す
ることができる。
【００２７】
　なお、上述した各構成は、上述した各作用効果等を得るなどのために必要に応じて任意
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に組み合わせることができる。
【実施例】
【００２８】
　以下、実施例の自動車用複合ケーブルについて、図面を用いて説明する。なお、同一部
材については同一の符号を用いて説明する。
【００２９】
（実施例１）
　実施例１の自動車用複合ケーブルについて、図１を用いて説明する。図１に示されるよ
うに、本例の自動車用複合ケーブル１は、電線束２と、電線束２を被覆するシース３とを
有している。電線束２は、２芯の第１ツイストペア電線２１と、２芯の第２ツイストペア
電線２２と、１芯の第１電線２３と、１芯の第２電線２４と、を含んでいる。
【００３０】
　本例では、具体的には、第１ツイストペア電線２１は、導体２１１の外周に絶縁体２１
２が被覆された絶縁電線が２本らせん状に撚り合わされた構成を有している。第１ツイス
トペア電線２１の導体２１１は、銅合金より形成されており、導体断面積は、０．３ｍｍ
２とされている。絶縁体２１２は、ポリエチレンより形成されている。第２ツイストペア
電線２２は、導体２２１の外周に絶縁体２２２が被覆された絶縁電線が２本らせん状に撚
り合わされた構成を有している。第２ツイストペア電線２２の導体２２１は、銅合金より
形成されており、導体断面積は、０．５ｍｍ２とされている。絶縁体２２２は、ポリエチ
レンより形成されている。なお、第１ツイストペア電線２１の撚りピッチと第２ツイスト
ペア電線２２の撚りピッチとは、同じピッチ長に設定されている。また、シース３は、ポ
リウレタン樹脂より形成されており、厚みは１．５ｍｍである。
【００３１】
　また、本例では、具体的には、第１電線２３は、導体２３１の外周に絶縁体２３２が被
覆された絶縁電線より構成されている。第１電線２３の導体２３１は、銅合金より形成さ
れており、導体断面積は、２．５ｍｍ２とされている。絶縁体２３２は、ポリエチレンよ
り形成されている。第２電線２４は、導体２４１の外周に絶縁体２４２が被覆された絶縁
電線より構成されている。第２電線２４の導体２４１は、銅合金より形成されており、導
体断面積は、２．５ｍｍ２とされている。絶縁体２４２は、ポリエチレンより形成されて
いる。なお、電線束２において、各電線２１、２２、２３、２４は、束ねられた状態で撚
り合わされている。
【００３２】
　本例では、具体的には、第１ツイストペア電線２１は、ＡＢＳ用である。第２ツイスト
ペア電線２２は、ＡＤＳ用である。第１電線２３および第２電線２４は、いずれも、ＥＰ
Ｂ用である。
【００３３】
　ここで、電線束２は、ケーブル断面で見て、第１電線２３の中心Ｏ１と第２電線２４の
中心Ｏ２とを結んだ中心線Ｌの一方側に第１ツイストペア電線２１が配置されているとと
もに、中心線Ｌの他方側に第２ツイストペア電線２２が配置されている。そして、第１ツ
イストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２とは互いに離間されている。つまり、第
１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２とは、非接触の状態とされている。
なお、第１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２とが互いに離間された状態
とされておれば、第１電線２３と第２電線２４とは、接触した状態とされていてもよいし
、非接触の状態とされていてもよい。
【００３４】
　本例では、自動車用複合ケーブル１は、電線束２とシース３との間に介在物層４をさら
に有している。介在物層４は、具体的には、電線束を覆う内層４１と、内層４１の外側に
配置された外層４２とを有する二層構造とされている。内層４１は、紙類より形成されて
おり、外層４２は、ポリエチレンより形成されている。
【００３５】
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　次に、本例の自動車用複合ケーブルの作用効果について説明する。
【００３６】
　本例の自動車用複合ケーブル１において、電線束２は、ケーブル断面で見て、第１電線
２３の中心Ｏ１と第２電線２４の中心Ｏ２とを結んだ中心線Ｌの一方側に第１ツイストペ
ア電線２１が配置されているとともに、中心線Ｌの他方側に第２ツイストペア電線２２が
配置されており、かつ、第１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２とは互い
に離間されている。そのため、本例の自動車用複合ケーブル１によれば、第１電線２３と
第２電線２４とにより、第１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２との物理
的な距離が確実に確保され、電磁ノイズが低減される。それ故、本例の自動車用複合ケー
ブル１は、第１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２との間のノイズ干渉、
クロストークを低減することが可能となる。
【００３７】
　また、本例の自動車用複合ケーブル１は、自動車の停車後にしか使用されない第１電線
２３および第２電線２４を、自動車の走行中にシャーシ等に接地させることにより、自動
車の走行中における放射ノイズが低減される。それ故、本例の自動車用複合ケーブル１は
、自動車の走行中における第１ツイストペア電線２１と第２ツイストペア電線２２との間
のノイズ干渉、クロストークを低減するのに有用である。
【００３８】
（実施例２）
　実施例２の自動車用複合ケーブルについて、図１を用いて説明する。本例の自動車用複
合ケーブル１は、ＡＤＳ用である第２ツイストペア電線２２の撚りピッチが、ＡＢＳ用で
ある第１ツイストペア電線２１の撚りピッチの２倍のピッチ長に設定されている。その他
の構成は、実施例１と同様である。
【００３９】
　本例の自動車用複合ケーブル１は、第２ツイストペア電線２２よりも低い電流が流れる
ことが多い第１ツイストペア電線２１の撚りピッチが、第２ツイストペア電線２２の撚り
ピッチよりも小さいピッチ長に設定されている。それ故、自動車用複合ケーブル１は、耐
ノイズ特性の向上に有利である。その他の作用効果は、実施例１と同様である。
【００４０】
（参考例３）
　参考例３の自動車用複合ケーブルについて、図２を用いて説明する。本例の自動車用複
合ケーブル１は、ＡＢＳ用である第１ツイストペア電線２１がシールド導体５により被覆
されている。シールド導体５は、具体的には、金属箔であるアルミニウム合金箔が横巻き
されることにより形成されている。その他の構成は、実施例１と同様である。
【００４１】
　本例の自動車用複合ケーブル１は、第２ツイストペア電線２２よりも低い電流が流れる
ことが多い第１ツイストペア電線２１が、シールド導体５により被覆されている。それ故
、自動車用複合ケーブル１は、耐ノイズ特性の向上に有利である。その他の作用効果は、
実施例１と同様である。
【００４２】
（実施例４）
　実施例４の自動車用複合ケーブルについて、図３を用いて説明する。本例の自動車用複
合ケーブル１は、電線束が、上述した各電線２１、２２、２３、２４以外に、別の２芯の
ツイストペア電線２５を含む例である。本例では、ツイストペア電線２５は、シールド導
体２５１により被覆されている。シールド導体２５１は、具体的には、金属箔であるアル
ミニウム合金箔が横巻きされることにより形成されている。
【００４３】
　本例によっても、実施例１と同様の作用効果を奏することができる。
【００４４】
　以上、本発明の実施例について詳細に説明したが、本発明は上記実施例に限定されるも
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のではなく、本発明の趣旨を損なわない範囲内で種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　自動車用複合ケーブル
　２　電線束
　２１　第１ツイストペア電線
　２２　第２ツイストペア電線
　２３　第１電線
　２４　第２電線
　３　シース
　Ｏ１　第１電線の中心
　Ｏ２　第２電線の中心
　Ｌ　中心線

【図１】

【図２】

【図３】
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